
4-1．働き方改革関連法とトラック運送事業者
 トラックドライバーは2024年4⽉から年960時間の時間外労働の上限規制が適用開始。
時間外労働年960時間超のドライバーが相当数いるとみられ、労働時間の短縮が不可避。

◆時間外労働の上限規制
■職種によって異なる適⽤開始時期
✔ドライバーは2024年4⽉から年960時間（⽉平均80時間）
✔運⾏管理者、事務職等のドライバー以外は年720時間
（中小企業は2020年4⽉から）

■改善基準告示の拘束時間との関係
✔改善基準の⽉間拘束時間293時間と比べて約20時間の差

◆割増賃⾦率の引き上げ
✔⽉60時間超の時間外労働の割増賃⾦率が、2023年4⽉から
中小企業でも25％から50％に

◆年５⽇の年次有給休暇の取得義務付け
✔個人別の取得時季の指定が使⽤者に義務付け、罰則付き

◆同⼀労働同⼀賃⾦
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Ⅰ．物流を取り巻く現状（働き方改革）
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 トラックドライバーの有効求⼈倍率は、新型コロナウイルス感染症感染拡⼤による景気低迷等により、
一時よりも低下したものの「2倍」近くあり、全職種平均の「1」に⽐べても⾼水準である。

いわゆる「募集しても集まらない」状況が続いており、ドライバー不⾜は景気等による問題ではなく、構造
的な問題となっている。

5-1．トラックドライバーの不⾜状況

トラック運転者と全職種の有効求⼈倍率の推移

出所︓厚⽣労働省ホームページ

Ⅰ．物流を取り巻く現状（労働環境）
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鉄道貨物協会によるトラックドライバー需給の将来予測によると、2025年には約21万⼈が、2028年
には約28万⼈不⾜するとされている。

5-2．トラックドライバーの不⾜状況

出所︓公益社団法⼈鉄道貨物協会の「平成３０年度本部委員会報告書」2020年5月

トラックドライバー需給の将来予測

2017年度 2020年度 2025年度 2028年度

需要量 1,090,701⼈ 1,127,246⼈ 1,154,004⼈ 1,174,508⼈

供給量 987,458⼈ 983,188⼈ 945,568⼈ 896,436⼈

過不⾜ ▲103,243⼈ ▲144,058⼈ ▲208,436⼈ ▲278,072⼈

Ⅰ．物流を取り巻く現状（労働環境）
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 トラックドライバーの⻑時間労働の一因には、荷待ち時間の発⽣（平均1時間45分）と荷役時間の
発⽣(2時間40分以上)が⼤きい。

 1⽇の運⾏距離が500㎞超の⻑距離輸送のドライバーの平均拘束時間は、16時間を超えるなど、⻑
時間労働が顕著である。

5-3．トラックドライバーの労働条件

出典︓国⼟交通省、厚⽣労働省「トラック輸送状況の実態調査」(2015年)

１運⾏あたりの拘束時間の内訳 １運⾏あたりの⼿待ち時間の分布

Ⅰ．物流を取り巻く現状（労働環境）
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6-1．ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

出所：外務省ホームページ

Ⅰ．物流を取り巻く現状（ＳＤＧｓへの対応）
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6-2．ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

出所：外務省ホームページ資料に日通総研追記

物流が
重要︕

Ⅰ．物流を取り巻く現状（ＳＤＧｓへの対応）


